
(別紙様式２）

※　1学期末評価においては、学校関係者評価は不要

【残業時間の削減】
タイムマネジメント（会議時間、教材作成
の簡略化、過去作成分の使用等）に努め
る。

取組指標

①３学部の「年間題材計画」の内容を共有し、発達段階
等を考慮しながら系統性を検証し、必要な加筆修正をす
る。
②学部ごとの自立活動の時間数について検討し、教育課
程に反映する。

①「年間題材計画」（必要な教材を含む）を作成する。
（１学期）
②学部間での系統性を検討し加筆修正する。（２学期）
③必要な加筆修正を行い、「年間題材計画」を完成する。
（３学期）

①教職員対象のICTに関する研修（モラルを含む）を年４
回実施する。
②児童生徒の特性を理解し、各自が適切に利用できる授
業実践をする。（実践報告書の作成率１００％）

①支援構成表を基に全児童生徒の関係機関を学部会等
で共有する。
②困難事例に対してチームで取り組んだ方法や内容を
職員会議等で全職員に共有する。

①個別面談等で「本人・保護者の思い」を聞き取り、「個
別の指導計画」に反映する。
②実施した内容を整理して令和７年度の「年間指導計
画」を作成する。

①マニュアルを参考に校外学習を実施する。
（各学部１回）
②実施後にマニュアルの妥当性を検証し必要な加筆修
正をする。

①定期的な打ち合わせや「会議・打合スペース」を活用し
た情報共有をしながら検討する。

①会議資料は２日前には配布し、事前に読んでいること
を前提に会議を進行する。
②業務に関わるアプリの使用方法の紹介をする。

重点的取組

【Ⅰ課程】
「自立活動年間題材計画」の内容の学部
間における系統性を検証する。（カリキュ
ラム・マネジメント）

【Ⅱ～Ⅳ課程】
「年間題材計画」を立て、学部間の系統
性を検証。次年度、授業実施する上で指
導に必要な教材教具の作成。

【ICT機器活用】
児童生徒の特性に応じたICT機器の活用
方法を検討し授業実践をする。

【専門家との連携】
困難事例に対して外部専門家、SC、SSW
と連携したサポート会議等をチームで対
応する。

【学校理解】
「実態」と「本人・保護者の思い」を取り入
れた授業内容を考え、実践する。

肢体不自由教育・病弱教育の専
門性の向上

関係機関と連携した学校づくり

三校連携した働き方改革

達成(成果)指標

【校内研究】
「題材配列表」を基に「年間題材計
画」を作成し、学部間の系統性を検
証、必要な加筆修正を加え完成。併
せて指導に必要な教材教具を作成。

【ICT機器活用】
児童生徒がICT機器を使用する授業
の実施率１００％。

【専門家との連携】
児童生徒の「困り」にチームを組んで
対応した実施率１００％。

【学校理解】
保護者アンケートで「本人・保護者の
思いを取り入れた授業が行われてい
る」の回答の平均が３以上（４段階）。

【学校安全】
「校外学習における医療的ケア実施
について」のマニュアルを基に実施
し、必要な加筆修正をし完成。

【三校連携】
共同実施あるいは分担の検討や業務
内容を精選。

【残業時間の削減】
前年度の平均残業時間を下回る。

①今後も継続して担当者間での情報共有を図り、そこでの内容を分
掌、学部へ周知するといいう形で業務の効率化を図っていきたい。特
に「九肢研」等のスペースでは、理事会で決まった内容を管理職に共
有していただくことで、早めの対応が可能となり、業務の効率化につ
なげることができた。
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①打合せスペースを活用して情報共有をすることで、行事の
住み分けや研修の共同実施、巡回相談の日程調整など、引
き続き効率よく業務を進めることができた。「九肢研」「九病
連」についても、担当・主任・管理職が同時に情報共有するこ
とで進捗状況も把握しながら進めることができた。

授業で使用するﾓﾆﾀｰなどの設備
更新の際は、児童生徒が見やす
いものを選択していただけたらと
思う。

ＩＣＴの利用では、ｅスポーツ等を
活用し、コミュニケーション力や問
題解決力などを向上させるカリ
キュラムも検討いただけたらと思
う。

個別面談などを通じて、児童生徒
本人はもとより保護者の思いをく
み取った指導計画の策定に務め
るなど、非常に前向きな取り組み
を行なっていると思う。

校外学習の際に校長自らが児童
生徒に同行し、マニュアルの妥当
性を確認、必要な点を加筆修正
するなど積極的な取り組みである

寒い時期になった。インフルエン
ザ、マイコプラズマ肺炎そしてコロ
ナなど特にウイルス性の病気が
懸念される。教職員の体調管理
はもちろん、児童生徒の健康状態
保持に十分配慮をお願する。

時間管理については、学校の組
織体制が変わらないと（教頭だけ
ではなく管理者が増える等）難し
いと感じた。

①支援構成表の新転入生分の作成、在校生分の加筆修正
をし、クラスや学年を中心に共有をした。
②担任を中心に保護者や関係機関と連携を図りつつ、SCや
SWWからの助言等を活かして取り組むようにした。引き続き、
クラスや学年、学部会で児童生徒の情報を共有するようにし
た。

①今年度の新転入生の担任については、個別の教育支援計画作成
後にさらに支援構成表を作ることなったため、作成・加筆修正の時
期、活用の場面などについて、今後も検討が必要である。
②引き続きSCやSSWからの助言等について、学年や学部会での適
宜共通理解を図るようにする。

連絡帳、懇談をとして日頃の状況の把握、必要に応じて個別
面談の実施。（高）面談や現場実習を通して、課題として挙
がった内容の共有化や重点化を図り実践を行った。

願いや実態を反映させた年間指導計画の作成（高）共通して取り組
む内容と個別に取り組む内容を学部内で共有し、各種資料の作成を
進めていく。

１２月に全学部の医療的ケア児童生徒の、看護師同行を伴う
校外学習の実施を完了した。各学部の実施後の振り返りをも
とに、看護師同行を伴う校外学習のマニュアルについて、推
進者と検討、整理を行い、確実かつ安全に実施ができるよう
にマニュアルの、加筆修正を進めることができた。

医ケア校外学習マニュアルの書き直しを完了し、３学期の安全委員
会で承認を得る。次年度の校外学習の際にマニュアルを使用できる
ように、作成完了したマニュアルを保健部各種様式へ保存し、４月初
めに、全体へ周知が可能なように準備を行う。

【学校安全】
医療的ケア児童生徒が参加する校外学
習を実施し、マニュアルの妥当性を検証
する。

【三校連携】
昨年度整理した内容以外の部分で、共同
実施あるいは分担が可能な内容の検討
と、業務内容を精選する。

4

3

3

評価
ＰＬ
ＳＬ

①資料配布については、事前配布ができるようになった。会
議の進め方も読んでいることを前提とした提案の仕方が増え
てきた。
②公務用PCの入れ替えに伴い使用方法が変化することの周
知をした。

①会議自体を「実施しない」「回数を減らす」の視点で見直しをする。
併せて時間をかけたい会議の持ち方についても検討
②校内とはいえ職員室から公務用PCを持ち出すときのデータ保存
管理方法の周知と徹底
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ＰＬ：教務主任
ＳＬ：研修主任、
　　　情報主任、
　　　特別支援教育コー
　　　ディネーター

ＰＬ：教頭
ＳＬ：学部主事

①日常生活の指導、自立活動、生活科、道徳についてそれ
ぞれの学部、児童生徒の実態に沿った教育課程に変更し
た。
②中高のⅠ課程は、実態に合わせて教科、自立の時間数を
変更した。Ⅳ課程の「朝の活動」について検討し、小は「生
活」、中高は「日生」で行うようにした。

①変更点を踏まえた個別の指導計画の作成。
②各学部、各課程で教育課程を実践して系統性について検討する。
（検証）

①②「題材配列表」から題材の選定を行い、児童生徒が興味
関心をもって取り組めるような指導内容や指導方法について
検討しながら、来年度分の「年間題材計画」を作成した。

①来年度の実施に向けて、必要な教材教具等の作成を行う。
③各学部会にて、週時数や指導内容について、必要な加筆修正を行
う。

①４月（オリテ、HP）８月（ICT活用３回）１１月（情報モラル）合
計６回の研修を行うことができた。
②授業を行う教員の実践報告書の作成１００％を達成でき
た。

①計画を早めに立てることで、研修準備が円滑に進み取り組みやす
くなるので、日時の設定を早めに行って、計画的に実施していく。
②提出期限を早めに知らせる。特性を理解し、適切に利用できてい
るかを学部ごとに検討する。

ＰＬ：教育支援主任
ＳＬ：生徒指導主任、
　　　学部主事

実施時期　　　令和　６年１２月

令和６年度学校評価（　１学期末評価　・　中間評価　）

児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた教育実践を通し、自立と社会参加をめざし主体的に学びに向き合い心豊かに生き
ていく児童生徒を育成する。

・児童生徒が自立や社会参加に向けて、主体的に学ぶ授業づくりができるよう、特別支援教育に関わる専門性の向上に取り組
む。
・児童生徒の「困り」を把握・理解し、多方面から支援するために関係機関との連携の充実に取り組む。
・児童生徒と向かい合う時間を確保するための業務の工夫・改善に取り組む。

検証結果（自己評価）

学校関係者評価
今後の改善策重点的取組・取組指標の実践

学校名　　　大分県立別府支援学校

前年度評価結果の概要

・Ⅰ課程は、自立活動の授業内容を整理し授業実践したことで、扱う内容が精選されてきた。特設の時間が学部ごとでかなり違うので、学校全体で見直す必要がある。
・Ⅱ～Ⅳ課程は、各教科等を合わせた指導を教科に振り分けた「年間題材配列表」を作成したことで、扱いが少ない内容が明確となった。次年度は授業内容を検討し、「年間題材計画」の作成と教材研究を行い、「年間題材配列表」の妥当性を検証する。
・学部ごとの取組で避難経路や避難場所に、安全に避難できている。次年度は、全校での避難訓練を行い、避難経路や避難場所の妥当性を検証する。
・外部機関との繋がり・連携は、困りのある児童生徒を中心に進め、ケース会議等での情報共有を困りの解決につなげることができた。ただ、情報共有から進んでいない事例もあるので、次年度以降も継続した取組が必要である。
・三校連携した働き方改革は、一定の成果を得ることができた。まだできることがあると考えられるので、次年度以降も継続した取り組みをする必要がある。

・肢体不自由教育・病弱教育の専門性の向上
・関係機関と連携した学校づくり
・三校連携した働き方改革

学校教育目標 中期目標 重点目標

重点目標

ＰＬ：学部主事
ＳＬ：教務主任

ＰＬ：保健主任
ＳＬ：学部主事、
　　　医ケア担当

ＰＬ：学部主事（小）
ＳＬ：学部主事（中、高）、
　　　教務主任

ＰＬ：研修主任
ＳＬ：教務主任、
　　　学部主事

ＰＬ：情報主任
ＳＬ：生徒指導主任


